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研究

Application of CIM in Tunnel Construction

山岳トンネル現場におけるCIM適用事例
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概要�

公共事業の調査・設計から施工，維持管理までの一連の過程において ICT や 3 次元モデルを活用して効率化を図る CIM
（Construction Information Modeling/Management）が推進されている．当社では，施工段階における品質向上と効率化
を視野に，地質を忠実に再現しかつ任意断面を表示可能な「3 次元地質モデル」を作成するとともに現場の施工情報を統合管
理する CIM を山岳トンネル工事で試行した．本報では，山岳トンネル工事における CIM の活用から電子納品までの一連の流
れについて報告する．

成果�

○山岳トンネル工事において，任意の切羽位置において地質断面図の表示・出力が可能で，かつ地質情報と探査結果・施工デ
ータを統合管理するCIMを構築し，現場適用してその効果を確認した．
○詳細な3次元地質モデルを作成し，任意断面を表示することで，地質変化や断層の出現位置・方向を事前に予測し，切羽崩
落が予想される箇所において作業前に注意喚起することで，掘削中の安全性に寄与できた．
○3次元レーザースキャナ，デジタルカメラ等の3次元計測結果を用いることで，覆工の出来形計測や切羽状況を詳細に記録
し，立体的な形状の確認等が容易となる．
○発注者と協議した施工記録をモデル要素毎に一元化し，施工記録の閲覧を簡易化したCIMデータを最終成果物として電子納
品した．
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現場の断面図等の資料から、詳細な3次元モデル
を作成

＜3次元モデル及び現場資料＞
トンネル構造物：標準断面図 等
地質：地質断面図、ボーリング調査資料 等
地形：国土地理院 5mメッシュデータ 等

地質：ソリッドモデル
として作成
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図―1　地質情報 CIM の構成

図―2　任意断面における断層の出現予測 図―3　レーザースキャナ計測による出来形管理例
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